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今
年
か
ら
本
格
的
な
本
体
建
設
工
事
に
入
っ
た

「
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
」に
つ
い
て
、建
屋

部
分
の
鉄
筋
・
鉄
骨
工
事
が
計
画
ど
お
り
進
ん
で

い
ま
す
。

　
各
地
域
か
ら
収
集
さ
れ
た
ご
み
を
貯
留
す
る

「
ご
み
ピ
ッ
ト
」は
、ご
み
焼
却
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と

な
り
ま
す
が
、そ
の「
ご
み
ピ
ッ
ト
」か
ら
、焼
却
に

よ
っ
て
発
生
す
る
燃
焼
ガ
ス
を
安
全
な
状
態
に
ま

で
処
理
し
、排
出
す
る
煙
突
部
分
ま
で
、建
屋
に
は

様
々
な
設
備
・
機
器
が
設
置
さ
れ
ま
す
。鉄
筋
基

礎
は
、そ
れ
ら
す
べ
て
の
安
全
性
の
土
台
と
な
る

重
要
な
箇
所
で
す
。

　
引
き
続
き
、他
の
工
事
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
も
、

進
捗
状
況
や
役
割
を
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
本
工
事
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

建屋工事が着々と進んでいます
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新ごみ処理施設の建設現場（平成29年10月下旬）　

10月下旬の建設工事の進捗率は…18.4％

分担金
使用料及び手数料
国庫支出金
国庫補助金
繰入金
繰越金
諸収入
組合債

組合各事業を行うにあたり、構成市町村に賦課(税金などを割り当てること)した収入です。
組合各施設を利用いただいた時の使用料や、各証明書の発行手数料です。 
国が資金の使い道を特定して、地方公共団体に交付する支出金です。
国が特定の事業(循環型社会の形成など)を奨励するために、地方公共団体などに交付する補助金です。
新ごみ処理施設建設事業のために設置した基金(元手となる預金)からの繰入れです。
前年度決算から繰り越された剰余金(残ったお金)です。
組合預金利子や職員健康診断助成金、鉄くず・古紙類の売却代金などです。
新ごみ処理施設建設事業のために組合が起こした借入金です。

議会費
総務管理費
監査委員費
清掃費
保健衛生費
予備費

組合議会運営に用いられた費用です。
職員給与や衛生センターの運営に用いられた費用です。
組合監査委員(組合の財務や事業の監査を行う機関)の運営に用いられた費用です。
し尿処理施設、ごみ処理施設、埋立処理施設の管理・運営に用いられた費用です。
休日夜間急病診療所及び斎場の管理・運営に用いられた費用です。
予見が難しい歳出予算の不足が生じた際に充てられる費用です。

平成28年度組合決算報告
平成28年度の組合決算について、以下のとおり報告いたします。

引き続き、適正な管理・運営に努めてまいります。

衛生費 12億2,615万円（94.5%）
清掃費 11億1,805万円（86.2%）
　うちし尿処理費 1億2,201万円（9.4%）
　うちごみ処理費 9億1,341万円（70.4%）
　うち埋立処理費 8,263万円（6.4%）
保健衛生費 1億810万円（8.3%）
　うち救急医療事業費 5,228万円（4.0%）
　うち斎場費 5,582万円（4.3%）

衛生費分担金 8億7,698万円（52.4%）
　うち須賀川市 7億1,426万円（42.7%）
　うち鏡石町 1億765万円（6.4%）
　うち天栄村 5,507万円（3.3%）

保健衛生費分担金 910万円（0.5%）
　うち須賀川市 801万円（0.5%）
　うち鏡石町 75万円（0.0%）
　うち天栄村 34万円（0.0%）

総務管理費
7,152万円（5.5%）
監査委員費
20万円（0.0%）

総務費
7,172万円（5.5%）

議会費
38万円
（0.0%）

予備費
0万円
（0.0%）

工事請負費
 4億8,705万円
（37.5%）

繰越金
2億8,703万円
（17.1%）

国庫支出金
2億2,697万円
（13.5%）

使用料及び手数料
1億2,105万円
（7.2%）

組合債
6,120万円
（3.7%）

諸収入
5,794万円
（3.5%）

繰入金
3,586万円
（2.1%）

自自 主
主 財財 源源

依
依

存

存

財

財

源

源

組合債
6,120万円
（3.7%）

繰入金
3,585万円
（2.1%）

国庫補助金

2億2,482万円
（13.4%）

循環型社会形成
推進交付金（ ）

ごみ処理施設
建設分担金

2億9,942万円
（17.9%）

震災復興
特別交付税（ ）

繰越金

100万円
（0.1%）

ごみ処理施設
建設事業（ ）

分担金及び負担金  8億8,608万円（52.9%）

歳入
内訳の解説

歳出
内訳の解説

単位：トン（t） 単位：円
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(歳出：清掃費内各施設処理費用(新ごみ処理施設建設事業費分を除く)÷左表年間処理量で計算)

各施設の年間処理量 各施設で１ｔあたりの処理に使われたお金

職員手当等 37万円（0.0%）
旅費 6万円（0.0%）
需用費 7万円（0.0%）
役務費 113万円（0.1%）
委託料 547万円（0.4%）
使用料及び賃貸料 8万円（0.0%）
備品購入費 27万円（0.0%）

平成28年度歳出 平成28年度歳入12億9,825万円 16億7,613万円

うち新ごみ処理施設建設事業費分
4億9,450万円

うち新ごみ処理施設建設事業費分
6億2,229万円
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　し尿処理施設は、構成市町村の各家庭からバキュームカーで汲み取
られた「し尿」や「浄化槽汚泥」を処理している施設です。
（1日あたり９７㎘）

組
合
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す
！
❷

❶
し
尿
処
理
施
設  

❷
埋
立
処
理
施
設

組
合
施
設
紹
介
❶   

し
尿
処
理
施
設

　埋立処理施設は、構成市町村から収集された、主に可燃ごみを焼却
した後の焼却灰と、食器などの再生利用ができない不燃ごみを埋立処
理している施設です。また、雨水が埋立処理施設にしみこむことで出て
くる、排水(浸出水)を安全に放流するために、排水処理を行っています。

組
合
施
設
紹
介
❷   

埋
立
処
理
施
設

■両施設とも、化学処理等を利用し、十分に安全な状態まで滅菌した上で、放流をおこなっています。

し尿処理のしくみ

浸出水処理のしくみ

バキュームカー 前処理機 夾雑物は
焼却炉へ

次亜塩素酸
ソーダ貯槽

脱水汚泥
ホッパ 乾燥機脱水機 灰ホッパ

搬出・埋立

搬出・埋立

ろ過器焼却炉

受入槽

沈砂除去装置

搬出・埋立

第1沈砂池

原水ポンプ

調整槽

回転円盤槽 脱水機

ろ過原水槽 処理水槽
消毒槽

放流水槽

砂ろ過塔
活性炭
吸着塔

砂ろ過塔
活性炭
吸着塔

汚泥ホッパ

凝集沈殿槽

凝集沈殿槽

汚泥濃縮槽 汚泥貯槽

第2沈砂池

砂溜

脱窒素槽 二次脱窒素槽

硝化槽 再曝気槽

貯留槽 沈殿槽 凝集沈殿槽

オゾン
反応槽

オゾン発生機汚泥濃縮槽

処理水槽
接触槽 放流水槽

放流

放流

バキューム
カーでし尿
が収集・搬
入される

十分に安全な状態
まで処理した上で、
河川に放流する

十分に安全な状態
まで処理した上で、
河川に放流する

し尿の中にある夾雑物
（紙、ビニールなど）を
取り除く（後で焼却）

バクテリアの力で、有機物
を取り除ききれいにする

処理量などを調整しながら
後の槽に水を送る

微生物によって
水中の汚れを
浄化する

水とそれ以外（浮遊物な
ど）を薬品によって分離さ
せ、水のみを後の槽に送る

細かい砂と活性炭により、
残っているわずかな異物
を吸着し取り除く

浸出水に含まれる砂
などの固体を取り除く

除いた汚泥は、脱水
して搬出、埋立する

薬品を使い
殺菌する

し尿の中にある砂や
細かい石を取り除く

除いた汚泥やスカム（気
体の混じった汚泥）は、
脱水して乾燥・焼却する

水とそれ以外（浮遊物な
ど）を薬品によって分離さ
せ、水のみを後の槽に送る

細かい炭の粒と
砂の二層形式で
ろ過し、残って
いるわずかな異
物を取り除く

浸出汚水


